
中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送の進捗状況

データでみる福島再生

概要

•安全を第一に除去土壌等の輸送を行っています。
•2015年3月より除去土壌等の中間貯蔵施設への輸送を開始しました。
•除去土壌等の仮置場からの中間貯蔵施設への輸送は10tダンプトラックを基本に
実施しています。

•輸送対象物の全数管理、輸送車両の運行管理、環境モニタリング等を行い、安
全かつ確実な輸送を実施しています。

輸送車両の走行状況 中間貯蔵施設からゲートを通って
退域する輸送車両

2020年（令和２年）７月７日



累積の輸送対象物量 累積搬出済量 累積進捗率

約1,400万㎥ 約781万㎥ 約55.8％

・2020年６月末時点で、累積約781万㎥ （全体の約55.8％）の除去土壌等を中
間貯蔵施設へ輸送しました。

除去土壌等の輸送の進捗状況



※ フレキシブルコンテナ等1袋の体積を1㎥と換算しています。
※ 輸送対象物量約1,400万㎥は、中間貯蔵施設への搬入済量（国直轄除染市町村：2019年8月末時点、市町
村除染市町村：2019年６月末時点、両者混在市町村（南相馬市、川内村、田村市、川俣町）：2019年８月末時
点）及び輸送待機量（焼却前の可燃物を含む仮置場等で保管している量（国直轄除染：2019年８月末時点、市
町村除染：2019年６月末時点）及び仮設焼却施設等で減容化し保管されている量（国直轄除染：2019年８月末
時点、市町村除染：2019年６月末時点））の合計量（2019年10月末集計）。
10万㏃/㎏超の廃棄物、その他現時点で定量的な推計が困難な帰還困難区域の除染等で発生した（発生する
ことが見込まれる）除去土壌等は含まれていません。
※ 累積搬出済量の合計値には、2020年3月末時点で搬出が完了している市町村の搬出量が含まれているた
め、記載されている市町村の累積搬出済量の合計とは数字が一致しません。

＜参考＞

2020年6月30日時点の搬出実績各市町村ごとの除去土壌等の輸送

今年度の搬出
可能量(㎥)

今年度の学校
等(現場保管)
からの輸送予
定量(㎥)

今年度の搬出
済量(㎥)

累積搬出済量
（㎥）

いわき市 50,000 11,000 31,024 159,184
相馬市 14,000 6,899 71,695

南相馬市 274,000 8,000 93,744 624,586
楢葉町 123,000 24,347 291,035
富岡町 406,000 96,475 714,335
川内村 66,000 26,962 160,010
大熊町 342,000 32,021 438,375

双葉町 312,000 43,304 276,661
浪江町 144,000 171,214 943,749
葛尾村 158,000 35,114 302,887

飯舘村 395,000 134,664 646,046
福島市 370,000 108,424 515,311
郡山市 272,000 73,708 523,003
白河市 90,000 23,092 154,733
須賀川市 53,000 6,173 103,183

二本松市 121,000 24,298 240,381
田村市 35,000 8,496 168,714
伊達市 65,000 2,000 19,179 188,715
本宮市 72,000 14,855 122,185
桑折町 21,000 7,813 90,460

国見町 28,000 3,064 50,314
川俣町 202,000 75,608 311,301
天栄村 2,000 0 59,981
西郷村 265,000 69,035 291,848
三春町 24,000 0 71,021

3,904,000 21,000 1,129,513 ※ 7,812,646合計

搬出市町村

浜通り

中通り


